
 

 

 

 

 

 

 

 

釧路市観光振興ビジョンは、2007 年度から概ね 10 年程度を目標に取り組んで

いる、釧路市の観光振興のための指針です。その実現に向け、前期、中期、後

期の 3 期間（それぞれ 3 年程度）に区切って進捗状況の確認を行いながら、社

会状況や旅行・観光の動向に応じて柔軟な姿勢で取り組んでいくことが重要と

しております。 

中期３年（H22～H24）が終了したため、進捗状況についてそれぞれの所管課

が確認等を行い、今般その結果を取りまとめましたので公表いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路市産業振興部観光振興室 

釧路市観光振興ビジョン 

中期（H22～H24）事業進捗状況の確認結果について 



分野 为な事業名 事業内容 実績・成果 前期の課題 前期の課題への対応状況 中期の課題・評定 後期への取組
担当
課

岸壁炉端の営業

MOO前ｴﾌﾟﾛﾝ仮設ﾃﾝﾄ内で炉
端営業＇5月～10月（
MOO氷まつり時の寒風炉ばた
営業

売上高
　H22：5,224万円
　H23：5,004万円
　H24：5,503万円

市民利用の増加及び観光客ﾘ
ﾋﾟｰﾀｰ層確保が急務

旅行商品に組み込まれるなど
リピーター層の誘客が進んで
いる。

旅行会社訪問による継続的な
働きかけを実施

事業の継続
河畔公

社

早朝魚河岸ﾂｱｰ&
朝食ﾌﾟﾗﾝ

秋鮭の水揚げ見学後、旪の秋
鮭ﾁｬﾝﾁｬﾝ焼き朝食＇9/上～
10/上（。

ｴｰｼﾞｪﾝﾄｾｰﾙｽによる旅行商品
化。H16から継続
H22：99名、H23：348名、H24：249
名

団体人数調整業務。受入数１
日50名まで

受入人数については、50名を
上限にきめ細やかな対応をし
ている。

ツアー実績のある旅行会社か
らも評価を得られている

旅行ｴｰｼﾞｪﾝﾄｾｰﾙｽ
継続

釧観協

②
食材の域内調達率
の向上

○くしろ食財の日
○地産地消くしろ
ﾈｯﾄﾜｰｸ

地産地消くしろﾈｯﾄﾜｰｸによる
地産地消の推進

○「くしろ食財の日」事業
H22:92店舗、H23:91店舗、
H24:103店舗
○学校給食への地場産品の利
用拡大
○小学生における農作業体験の
支援
H22:1回、H23:1回、H24:1回
○定住自立圏協定による地場産
品普及促進事業
H24～

○「くしろ食財の日」事業の効
果が実績値として見えづらい

○参加店舗の意識に温度差
がある

○「くしろ食財の日」事業の事
務局機能の民間への移行検
討

○H22より、くしろ食財の日キャ
ンペーンや絵画コンクールを実
施しており、キャンペーンの応
募総数や絵画作品の応募数を
実績値とした。
○様々な視点から、「くしろ食
財の日」事業の事務局機能の
民間への移行を検討中

○「くしろ食財の日」事業の民
間移行等の検討
○釧路管内が相互連携した取
り組みの強化
○釧路管内の地場産品をPR
する場の創設

事業の継続
市産業
推進室

③
地域の食の魅力を
担う人材育成

地場食材の魅力
を担う人材育成

○ふるさと給食の実施
○出前講座の実施
○料理教室の開催

○ふるさと給食の実施
→学校給食課で実施
○学校給食での根釧牛乳スポッ
ト提供
H22:8校、H23:9校、H24:10校
○出前講座の開催
H22:2回、H23:1回、H24:3回
○食育出前講座の開催
H24:3回

○ふるさと給食
食への感謝や郷土への理解を
深めるとともに給食献立の多
様化・充実に向けて地場産品
を活用する地産地消を積極的
に進める必要がある。
＇※中期確認において、再整理
して追記したもの（

○ふるさと給食
地場産品を活用する地産地消
を積極的に進める観点から、
地元の生産者、流通業者等か
らなる「地産地消くしろネット
ワーク」を活用し、学校給食課
に対し、地場産品の情報提供
に努めた。

○ふるさと給食
既に提供した給食献立の定着
を図ることや地場産品を活用し
た新たな給食献立の導入等を
通じて、食への感謝や郷土へ
の理解を深める。

○新たな講座教育の開催

関係機関等への積極
的な情報提供

市産業
推進室

④
地場食材を活かした
加工品の開発

○地場食材を活
かした加工品開
発

産学官で連携し、地域資源を
活かした新商品の開発を促す

○エゾシカ肉の新商品開発支援
H22:1点、H23:1点、H24:1点
○スケトウダラを活用した新商品
開発支援
H23:1点
○釧路ししゃもを活用した新商品
の開発

担い手不足

公設試やアドバイザーによる
技術支援や補助金等の紹介を
行うことで担い手企業の支援
を行った。

○売れる新商品の開発
○新商品を販売する場の創設

事業の継続
市産業
推進室

大会等開催調査 開催予定の大会規模調査
開催実績
　H22：28,026人、H23：21,558人、
H24：29,710人

開催情報公開による市民啓発 MICEカレンダーの作成
電子媒体を活用した情報の効
果的周知

事業の継続
市観光
振興室

MICE開催効果把
握

MICE消費・満足度調査 H24満足度78％
経済波及調査は難易度が高
い作業のため、継続実施は困
難

経済波及調査に替わる消費満
足度調査の実施

サンプル数の拡大・満足度の
向上

事業の継続
市観光
振興室

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等開催
関連団体＇合併地域含（等の
勉強会・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催

H22関連団体対象セミナー開催
新産業のため、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催
等だけでは、関係者＇市民含（
の認知度が低い

関係団体に対する勉強会を開
催

地域社会へ向けたMICE産業
への理解・認知の促進

事業の継続
市観光
振興室

HP・パンフレット
制作

商談用の誘致ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ製作
H22・23・24：ＨＰ継続・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作
成

ページ数が限られており、詳細
な支援情報まで掲載できない

内容を精査し、詳細な支援情
報を掲載

○顧客へより効果的に訴える
情報掲載の形の検討
○ページ数の増

事業の継続

市観光
振興室
/釧観

協

検討会議運営
市内関連団体による釧路市
MICE検討会議運営

H22関連団体対象セミナー開催
加盟業種毎によっては直接ﾒ
ﾘｯﾄがない業種あり

加盟業者に対するMICEとの関
わりを検討

受入態勢充実のための検討会
議の活性化

開催ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ提案に
より、地元企業活用
打診、情報交換

市観光
振興室
/釧観

協

③
MICE誘致計画の策
定

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略策
定

○外部調査機関に委託契約
＇H21-H22（を実施
○釧路市の特性を活かした誘
致対象団体ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成及
び商品開発
○実践的研修付き企業訪問商
談等

観光Ｃ協会とﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの共有化
を図り活用

事業実施途中であり、検証不
可

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの完成、活用
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽは常に更新を要する
ものであり、外部調査機関でな
ければ困難

ＤＢの活用
市観光
振興室

ｱﾌﾀｰ商品の造成
釧路の特性、参加団体のﾒﾘｯﾄ
等に着目した商品造成を実施
し、差別化を図る

H22コールマイン入坑体験、Ｈ24
福司酒造見学　他

商品化に伴う担い手不足 ガイド育成による商品造成
多様化する顧客ニーズに対応
する新商品の造成

事業の継続

市観光
振興室
/釧観

協

着地型旅行ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ開発＇阿寒地
区（

専任ｶﾞｲﾄﾞによる、体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の開発。

販売プログラム数
・H22：4プログラム
・H23：24プログラム
・H24：30プログラム

ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞ継続雇用。旅行商品
の企画開発と流通

○ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞが地域で独立開業
や継続雇用されている。
○阿寒観光協会旅行事業部
が創設され、滞在プログラムや
旅行商品の企画開発と流通の
体制整備がなされている。

多様化する顧客ニーズへの対
応と流通

阿寒観光協会旅行事
業部による旅行商品
の質的充実強化や
WEB予約の取扱いな
ど

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

①
地場産品の品質保
持・管理の仕組みづ
くり

地場食材ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化事業＇ししゃも、
トキシラズ（

○ししゃも特性調査
○釧路ししゃも基準づくり
○釧路定置トキシラズ基準づく
り

○地域団体商標「釧路ししゃも」
登録
○釧路ししゃもの基準見直し
○釧路定置トキシラズの基準作
成
○釧路地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進委員会に
よる釧路ししゃも製品の登録

○認証機関の設置
○地域団体商標の登録申
　請

○認証機関設置については、
釧路総合振興局にて検討中
○地域団体商標は取得済み

○地域団体商標の管理規定
作成
○認証機関の設置

地域団体商標の管理
規定作成

市産業
推進室

②
釧路ブランドとして
の認証とラベリング

地場食材ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化事業＇ししゃも、
トキシラズ（

釧路ししゃも、釧路定置トキシ
ラズのﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾛｺﾞの作成、各種
PR媒体の作成

ﾛｺﾞ、ｼｰﾙ、ﾎﾟｽﾀｰ、PRのぼり、
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ製作

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ、認証、ﾛｺﾞ等の管理 担い手企業において実施中 ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ、認証、ﾛｺﾞ等の管理 事業の継続
市産業
推進室

地場食材ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化事業＇ししゃも、
トキシラズ（

○釧路ししゃもﾌｪｱ
○和商トキまつり
○市内、道内・外での試食販
売会の開催・物産展への参加
○釧路空港での試食販売会

○首都圏・札幌の物産展での試
食販売、ﾊﾞｲﾔｰとの商談会
○釧路ししゃもﾌｪｱ参加店＇Ｈ22
58店、Ｈ23 104店、Ｈ24 50店（
○トキまつり開催
○釧路ブランドフェア開催＇H24（

地場食材ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化事業＇ししゃ
も（
　・釧路ししゃもﾌｪｱ実行委員
会による自为運営
　・試食販売会や物産展参加
等の取り組みの継続
　・販路開拓、拡大

○釧路ししゃもフェア実行委員
会は自为運営済み
○試食販売会、物産展参加等
の取組については、担い手企
業が中心となって実施中
○販路開拓、拡大に向けて取
組を実施中

○担い手企業が中心となった
試食販売会や物産展参加等
の取り組みの継続
○販路開拓、拡大

○市内、道内・外で
の試食販売会の開
催・物産展への参加
○釧路ししゃもﾌｪｱ
○トキまつり開催
○釧路ブランドフェア
開催

市産業
推進室

異国の森ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化事業＇阿寒地
区（

異国の森ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化に向けたﾌﾟﾛ
ﾓｰｼｮﾝ等の実施

国外、道外、道内プロモーション
の実施。プロモーションツール制
作等。H24観光圏ポータルサイト
開設等ＩＣＴ活用等

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の推進と強化及びＩＣ
Ｔ対応強化と有効活用

○ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の推進・強化を図る
ため、滞在プログラム等の企
画開発やプロモーション活動
が推進されている。
○ＩＣＴ対応強化のため観光圏
ポータルサイトの構築等が推
進されている。

国内外のセグメント化された市
場への対応等

国内外でのプロモー
ションの実施。観光
圏ポータルサイト本
格運用等ＩＣＴ活用
等。

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

ｱｲﾇﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化事業
＇阿寒地区（

ｱｲﾇﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化に向けたｷｬﾝﾍﾟｰ
ﾝ等の実施

○国外、道外、道内プロモーショ
ンの実施。プロモーションツール
制作等。H24観光圏ポータルサイ
ト開設等ＩＣＴ活用等
○H24阿寒湖アイヌシアター「イコ
ロ」グランドオープン、アイヌ民話
人形劇の制作・公演

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の推進と強化及びＩＣ
Ｔ対応強化と有効活用

○ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の推進・強化を図る
ため、滞在プログラム等の企
画開発やプロモーション活動
が推進されている。
○ＩＣＴ対応強化のため観光圏
ポータルサイトの構築等が推
進されている。

国内外のセグメント化された市
場への対応等

○国内外でのプロ
モーションの実施。観
光圏ポータルサイト
本格運用等ＩＣＴ活用
等。
○アイヌ民話の人形
劇第２作及び絵本の
制作等

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

④

釧路ブランドのPRと
組み合わせた地域
への誘客キャンペー
ン

地場食材ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化事業＇ししゃも、
トキシラズ（

○釧路ししゃもフェア
○和商トキまつり
○市内、道内・外での試食販
売会の開催
○物産展出展

○釧路ししゃもフェア開催
○トキまつり開催
○道内外のイベント参加による
試食販売会開催
○首都圏・札幌の物産展での試
食・販売

○試食販売会や物産展参
　加等の取り組みの継続

○販路開拓、拡大

○試食販売会、物産展参加等
の取組については、担い手企
業が中心となって実施中
○販路開拓、拡大に向けて取
組を実施中

○担い手企業が中心となった
試食販売会や物産展参加等
の取り組みの継続
○販路開拓、拡大

○釧路ししゃもﾌｪｱ
○トキまつり開催
○市内、道内・外で
の試食販売会の開
催・物産展への参加

市産業
推進室

④
アフターMICEの充
実

②
MICE誘致のセール
スツール作成

観
光
産
業
育
成
分
野

1
食の魅力づくり戦
略

①
食を楽しむ魅力的な
空間づくり

2
MICE産業育成戦
略

①
MICE関連産業の実
態・実績把握

3
釧路ブランド構築
戦略

③
釧路市民と観光客
に向けた釧路ブラン
ドのプロモーション

釧路市観光振興ビジョン事業進捗状況の確認結果＇中期Ｈ２２～Ｈ２４（

中期H22～H24分

戦略 施策
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分野 为な事業名 事業内容 実績・成果 前期の課題 前期の課題への対応状況 中期の課題・評定 後期への取組
担当
課

中期H22～H24分

戦略 施策

環境に配慮した
観光ﾂｱｰ造成

釧路市の特徴でもある自然系
観光資源を環境に配慮した観
光ﾂｱｰとしての活用

地域ガイドによる着地型ツアーの
実施＇ザリガニ防除ツアー（

ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ＇ｶﾞｲﾄﾞ（養成、環境
保護ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等未着手

ガイド造成によるツアー実施
ＰＲ周知方法、申込方法の多
様化

新たな商品の造成に
取り組み、観光と環
境の共生を図る

市観光
振興室

前田一歩園私有
地の観光振興活
用の検討＇阿寒地
区（

H22より立入規制ｴﾘｱ利活用
検討

一歩園・森の案内人認定制度創
設と運用。案内人同行限定ツ
アープログラムの開発等

自然環境に配慮した立入人数
の設定

自然環境に配慮した立入人数
の設定等森林利活用のルー
ルが定められ、さらに一歩園・
森の案内人認定制度が創設さ
れ、自然環境と共生した森林
利活用の仕組みが整備され
た。

立入人数の制限 事業の継続

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

着地型旅行ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ開発＇阿寒地
区（

専任ｶﾞｲﾄﾞによる、体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の開発。

販売プログラム数
・H22：4プログラム
・H23：24プログラム
・H24：30プログラム

ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞ継続雇用。旅行商品
の企画開発と流通

○ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞが地域で独立開業
や継続雇用されている。
○阿寒観光協会旅行事業部
が創設され、滞在プログラムや
旅行商品の企画開発と流通の
体制整備がなされている。

多様化する顧客ニーズへの対
応と流通

阿寒観光協会旅行事
業部による旅行商品
の質的充実強化や
WEB予約の取扱いな
ど

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

②
まちなかのにぎわい
づくりと既存施設の
魅力づくり

各種観光行事の
実施

港まつり、くしろ市民北海盆踊
り、冬まつり等

港まつり　H22 484,286　H23
411,558　H24  238,188
くしろ市民北海盆踊り　Ｈ22
33,750人、H23 30,460人、H24
33,000人
冬まつり　H22　190,000　H23
123,400　H24　82,500

補助事業はH22まで、H23以降
のｿﾌﾄ継続は未定

冬まつりについては、補助を活
用して事業実施

事業予算の確保 事業の継続
市観光
振興室

③
交通インフラとサイ
ン類の充実

各種ﾙｰﾄﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
の製作

地域毎＇表情多彩等（・広域
＇ひがし北海道ｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟ（の
ﾙｰﾄﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを製作。

多言語ﾏｯﾌﾟ、ﾋﾔﾘﾏｯﾌﾟの作成
ｻｲﾝ＇多言語含（設置は整備遅
れあり

道路関係の整備については要
望実施

引き続き関係先へ要望
○事業の継続
○道東道白糠・阿寒Ｉ
Ｃ開通に向けた整備

行政/
協会他

④
釧路らしさを感じさ
せる景観の整備

写真ｺﾝﾃｽﾄ＇景観
全般・夕日等（

釧路市の景観を可視化し、市
民に地元愛着の醸成を図る。

釧路の夕日フォトコンテストの実
施

景観ﾎﾟｲﾝﾄ発掘が観光事業と
連動していない

釧路の『夕日』10倍感動ガイド
作成

多様な夕日等景観情報発信
撮影スポットを紹介す
る情報誌の作成等

行政他

①
各エリアの位置づけ
の明確化

地域毎観光ｺﾝｾﾌﾟ
ﾄの設定

地域毎ｺﾝｾﾌﾟﾄ造成の浸透及び
地域間での連携

例えばMICEでは、開催地区＇旧
釧路（・アフター地区＇旧阿寒（・
ツール開発＇旧音別（等地域ｺﾝｾ
ﾌﾟﾄを設定し、事業を通して地域ｺ
ﾝｾﾌﾟﾄ浸透を図る

現状釧路市＇旧1市2町（におけ
る観光事業に対する認識の相
違を把握するが、居住住民を
含めｺﾝｾﾌﾟﾄ浸透には時間を要
する。以前からの継続事業
は、新たに設定をするのは困
難

以前からの継続事業について
は、新たに設定することは困
難であるが、MICEにおいては
引き続きｺﾝｾﾌﾟﾄ浸透を図る

各エリアの位置づけのほか、
エリア全体での事業連携及び
拡大も必要

○地域ｺﾝｾﾌﾟﾄ設定事
業については、事業
継続で浸透を図る。
○各エリアの位置づ
けのみならずエリア
間での事業連携の実
施

行政/
協会他

②
エリア相互の連携と
補完

ぐる得ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの
制作

釧路管内地域毎の観光・食情
報及びｸｰﾎﾟﾝ活用による集客
誘発を図る

○H8スタンプラリー
○H16-H18根室と連携
○H19以降釧路管内

運転資金及び商品化に伴う観
光事業者の不足

観光事業者の協力により制作
ｸｰﾎﾟﾝ制作に伴う観光事業者
の協力が引き続き必要

事業の継続
釧路観
光連盟

産業観光ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
開発

地域産業を観光資源として価
値を見出し、ﾂｱｰ造成を図る

Ｈ22くしろ産業見学ツアーの実施
等

ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞに伴う開発ｽﾀｯﾌ及び
商品化に伴う担い手不足

行政/
協会他

くしろ海底力ﾓﾆ
ﾀｰﾂｱｰ

地域産業を観光資源として価
値を見出し、ﾂｱｰ造成を図る

H22ｺｰﾙﾏｲﾝ、H24福司海底力ﾂ
ｱｰの実施

体験観光ﾒﾆｭｰが不足
＇ﾓﾆﾀｰ結果（

行政/
協会他

前田一歩園私有
地の観光振興活
用の検討＇阿寒地
区（

H22より立入規制ｴﾘｱ利活用
検討

一歩園・森の案内人認定制度創
設と運用。案内人同行限定ツ
アープログラムの開発等

自然環境に配慮した立入人数
の設定

自然環境に配慮した立入人数
の設定等森林利活用のルー
ルが定められ、さらに一歩園・
森の案内人認定制度が創設さ
れ、自然環境と共生した森林
利活用の仕組みが整備され
た。

立入人数の制限 事業の継続

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

着地型旅行ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ開発＇阿寒地
区（

専任ｶﾞｲﾄﾞによる、体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の開発。

販売プログラム数
・H22：4プログラム
・H23：24プログラム
・H24：30プログラム

ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞ継続雇用。旅行商品
の企画開発と流通

○ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞが地域で独立開業
や継続雇用されている。
○阿寒観光協会旅行事業部
が創設され、滞在プログラムや
旅行商品の企画開発と流通の
体制整備がなされている。

多様化する顧客ニーズへの対
応と流通

阿寒観光協会旅行事
業部による旅行商品
の質的充実強化や
WEB予約の取扱いな
ど

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

ひがし北海道観
光事業開発協議
会

東北海道の官庁・協会・事業
者を中心に旅行ｴｰｼﾞｪﾝﾄを対
象にﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ等実施

旪の観光素材を担当者が道央
圏・関東会場で直接ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ
ﾝを実施、ｴｰｼﾞｪﾝﾄには好評

有益な商談であるが、1地域当
たりのPR時間が尐ない

限られた時間で効果的なＰＲを
実施

国内のほか海外への展開 事業の継続
広域各
組織

釧網本線利活用
推進協議会事業

釧網本線周辺地域を中心に広
域的な事業展開実施に向けて
H21設立

ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ、臨時列車の運行等
事業実施

設立直後のため、不明
ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ、臨時列車の運行
等事業実施

さらなる広域的な連携の推進 事業の継続
広域各
組織

観光まちづくり市
民ﾈｯﾄﾜｰｸ事業

個人・団体に観光情報配信
＇地域ｲﾍﾞﾝﾄ参加等（により観
光の視点からまちづくり参加を
醸成

H22登録数36団体・個人
H23登録数38団体・個人
Ｈ24登録数35団体・個人

参加者の为体的取組がない
登録者に対する定期的な情報
の提供を実施

参加者の为体的取組
引き続き、情報内容
充実及び定期的な情
報の提供

市観光
振興室

丹頂の里プロジェ
クト委員会

丹頂の里ｴﾘｱ観光系企業・行
政等が地域振興に関する情報
交換を実施

○Ｈ24阿寒丹頂の里地域振興ビ
ジョン作成
○滞在・滞留型ツアー客受入体
制の整備
○自然体験の観光ツアーメ
ニュー開発の検討
○道東道阿寒インターチェンジ開
通に向けた受け入れ体制の準
備・検討

建物の老朽化及び観光客入
込の減尐傾向のなか阿寒丹頂
の里地域内には一つ一つの素
材は良くてもそれを活かす方
法や情報を発信する取組みが
なかった。
＇※中期確認において、再整理
して追記したもの（

阿寒丹頂の里プロジェクト委員
会を設立し地域振興ビジョンを
策定したことにより、丹頂の里
千年祭をはじめ、丹頂記念事
業、冬道体験イベント、阿寒IC
開通に向けて研修会を行うな
ど民間为導の取組みにより体
験メニューの整備が行われ
た。

○自然体験メニューの検討
○ツアー客受入のための体制
づくり
○新たな特産品の開発

阿寒丹頂の里に３時
間滞在・滞留できるよ
う体験メニュー作りや
魅力ある観光拠点施
設の整備、地域の特
産品発掘を継続

阿寒行
政/阿
寒協会

タンチョウ折鶴製
作事業

道東を代表する特別天然記念
物「ﾀﾝﾁｮｳ」の折鶴を市民に
折ってもらい、観光客へのおも
てなし精神の醸成を図る

○折紙依頼
　H22：30千＇153人7団体（
　H23：20千＇90人3団体（
　Ｈ24：20千＇78人3団体（
○観光誘客事業での活用
　H22：30千、H23：20千、Ｈ24：20
千
　※配置～公共交通機関、観光
施設等

ﾊﾟｯｸ製品も含めて観光事業多
種にﾉﾍﾞﾙﾃｨとして活用。低価
格であるが、人気もある。ﾉﾍﾞﾙ
ﾃｨとしては定着したため、観光
事業毎に工夫が必要

MICEﾉﾍﾞﾙﾃｨとして、裏面に
MICE情報を記載

ﾀﾝﾁｮｳ折り鶴折り手ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに
ついては市民に浸透

事業の継続
市観光
振興室

花いっぱいﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ＇阿寒地区（

住民为体の花を活かした修景
と育苗供給ｼｽﾃﾑの構築等

温泉街への植栽実施。園芸市の
開催

阿寒湖温泉の景観と環境に配
慮した種苗の選定

阿寒湖温泉の景観と環境に配
慮した種苗の選定に向けた取
り組みを継続している

H27阿寒IC開通を見据えた阿
寒湖温泉の景観と環境に配慮
した種苗の選定

温泉街への植栽実
施。園芸市の開催

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

③
観光関連事業者の
意識改革

観光講座の開催
市民総観光案内人の養成＇例
年2月ぐらい実施（

参加人数Ｈ22：37名、Ｈ23：29名・
27名、Ｈ24：18名

参加数増及び観光ガイドの育
成に結びつける仕組み作り

受講者からガイドとして活躍す
る人も出てきている

参加数増及び観光ガイドの育
成

事業の継続 釧観協

くしろ検定実施

地域一丸となっておもてなしの
心を醸成し、ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨの気持
ちを伝える設えを整える。地域
魅力の再発見及び、的確な観
光ｶﾞｲﾄﾞが可能な人材の育成。
＇平成22年度より初級編・上級
編の検定開始（

○平成22年度くしろ検定
H23.2.6　初級＇申込（195人　上級
＇申込（51人
○平成22年度くしろ再発見ｾﾐﾅｰ
H23.1.16　36名受講
○平成23年度くしろ検定
H24.2.5　初級＇申込（127人　上級
＇申込（25人
○平成23年度くしろ再発見ｾﾐﾅｰ
H24.1.22　29名受講
○平成24年度くしろ検定
H25.2.17　初級＇申込（134人　上
級＇申込（51人
○平成24年度くしろ再発見ｾﾐﾅｰ
H25.1.27　58名受講

事業費の確保、持続可能な収
益性の向上、検定合格者のｲﾝ
ｾﾝﾃｨﾌﾞ・活躍の場の創出、他
の検定、研修等との連携

H22より初級編・上級編の検定
を実施

検定合格者のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ・活躍
の場の創出等

事業の継続 会議所

着地型旅行ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ開発＇阿寒地
区（

Ｈ21年度より3年間の委託契約
で5名を雇用しﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞ教育
訓練等を実施

自然環境等ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査指導。調
査ﾃﾞｰﾀの収集・蓄積によるﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ化

ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞ継続雇用。旅行商品
の企画開発と流通

○ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞが地域で独立開業
や継続雇用されている。
○阿寒観光協会旅行事業部
が創設され、滞在プログラムや
旅行商品の企画開発と流通の
体制整備がなされている。

新たな着地型旅行プログラム
の開発

人材育成は事業期間
満了につき終了。た
だし、着地型旅行ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ開発については
継続実施

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

②
おもてなし精神の醸
成

④

潜在的な魅力の発
掘と観光活用

ガイド造成によるツアー実施 新たな着地型旅行商品の造成

5
広域連携強化戦
略

③

事業の継続

④
東北海道全体での
広域連携

観
光
ま
ち
づ
く
り
分
野

4
魅力的な地域づ
くり戦略

①
自然環境資源の持
続的な活用

6 人材育成戦略

①
まちづくり団体の発
掘とネットワーク化

人材育成プログラム
の整備
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分野 为な事業名 事業内容 実績・成果 前期の課題 前期の課題への対応状況 中期の課題・評定 後期への取組
担当
課

中期H22～H24分

戦略 施策

HPﾘﾆｭｰｱﾙ
多様化する観光ﾆｰｽﾞ・観光施
策の情報を発信

H23市及び観光協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘ
ﾆｭｰｱﾙ

観光客・ｴｰｼﾞｪﾝﾄ＇協会（、施策
情報公開・市民＇行政（として
区分をしているが、財源等の
諸問題により、完全な住分け
はできない

H23市及び観光協会のﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙをし多様化する
観光情報を発信

観光客・ｴｰｼﾞｪﾝﾄ＇協会（、施策
情報公開・市民＇行政（として
区分をしているが、さらなる住
分けの精査必要

事業の継続

ｲﾍﾞﾝﾄｶﾚﾝﾀﾞｰ
催しを中心とした情報の早期
発信により来釧を誘発

ＭＩＣＥｶﾚﾝﾀﾞｰの作成 事業未実施のため、検証不可 ＭＩＣＥｶﾚﾝﾀﾞｰの作成
利用者が見やすいｶﾚﾝﾀﾞｰの
作成

事業の継続

国内誘致・着地ﾊﾟ
ﾝﾌﾚｯﾄ

誘致用は視覚ｲﾒｰｼﾞ・ｺｽﾄ削減に
内容変更

web非対応 webへの対応 安定した供給の確保
クルーズ船に対応し
た情報提供

4言語ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
中国語＇簡体/繁体（、ﾊﾝｸﾞﾙ、英
語の4言語はｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ全般対応
可能

web非対応 webへの対応 各言語別パンフレットの作成 事業の継続

修学旅行ガイド 全国旅行ｴｰｼﾞｪﾝﾄよりﾆｰｽﾞ有り
窓口がワンストップ化されてい
ない

観光Ｃ協会为体で事業実施し
ている

○各施設におけるｱﾚﾙｷﾞｰに
対する対応、認識の向上
○手引きの見直し

手引きの更新

MICE誘致ﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄ

PCO/AGTのﾆｰｽﾞに応えるため、
毎年ﾏｲﾅｰﾁｪﾝｼﾞを実施

支援ﾂｰﾙ等掲載しきれない情
報の提供方法

内容を精査し、詳細な支援情
報を掲載

顧客へ効果的に訴える情報掲
載の形を模索

ﾊﾟﾝﾌ&webの併用で
商談対応予定

国際観光地化推
進事業＇阿寒地
区（

国際観光地化に対応した翻訳
ｻｰﾋﾞｽ事業等

外国語翻訳・校正ｻｰﾋﾞｽの提供。
外国語講座開催。外国語ﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄ等制作。JNTO認定案内所登
録。国際化対応ｻｲﾝや解説板の
整備。多言語対応の観光圏ポー
タルサイト開設、公衆無線LANの
整備などによる外国人旅行者に
対するおもてなし向上

国際化対応ｻｲﾝ類整備等。ＩＣ
Ｔ利活用による旅行支援等。
おもてなしの向上

○国際化対応ｻｲﾝ類整備等を
随時推進している。
○ＩＣＴ利活用による旅行支援
等おもてなしの向上を推進して
いる。

旅行市場の多国籍化に伴う
ニーズの多様化への対応等

ＩＣＴ活用等による国
際対応力の強化等

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

③
釧路の旪を活かした
情報発信

ﾗﾑｻｰﾙ観光ﾚｼﾋﾟ
旪の食材や動植物の見ごろ時
期＇月（をｴﾘｱ毎に掲載

旅行ｴｰｼﾞｪﾝﾄ及び学習意欲の高
い観光客のﾆｰｽﾞ有り

動植物・食以外の旪情報提供 内容の見直し、充実の検討 情報の更新・拡充の検討 内容の更新
市観光
振興室

HP情報発信
多様化する観光ﾆｰｽﾞ・観光施
策の情報を発信

H23から新HPが稼働。ツイッター
やフェイスブック、ブログも実施

観光客・ｴｰｼﾞｪﾝﾄ＇協会（、施策
情報公開・市民＇行政（として
区分をしているが、財源等の
諸問題により、完全な住分け
はできない

H23市及び観光協会のﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙをし多様化する
観光情報を発信

観光客・ｴｰｼﾞｪﾝﾄ＇協会（、施策
情報公開・市民＇行政（として
区分をしているが、さらなる住
分けの精査必要

ニッチツーリズム分野
での情報量増

市観光
振興室

幣舞観光ｶﾞｲﾄﾞｽ
ﾃｰｼｮﾝ設置

通常の観光案内に加え、その
場で街中観光散策を実施

市街地宿泊施設ｴﾘｱ内に設置さ
れて立地条件が良く、専門ｶﾞｲﾄﾞ
の街中観光もできるため観光客
より好評価。
H22：5,881人
H23：5,209人
H24:4,908人

施設利用は数値化されている
が、ﾂｱｰﾒﾆｭｰ･告知手法･利用
件数等ﾃﾞｰﾀが無く、検証でき
ない状況

一部ツアーについて、利用状
況のデータ収集実施

ﾂｱｰﾒﾆｭｰの周知方法の検討 事業の継続
市観光
振興室

阿寒湖まりむ館
＇観光ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
ｻｰﾋﾞｽ（の整備
＇阿寒地区（

各種観光案内業務、宿泊・道
路情報の提供

来館者数
・Ｈ22：32,428人
　　　＇内外国人　943人（
・Ｈ23：31,690人
　　　＇内外国人　901人（
・Ｈ24：32,869人
　　　＇内外国人　1,018人（

ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞ継続雇用
○ﾂｱｰｶﾞｲﾄﾞが継続雇用されて
いる

広域観光情報ニーズへの対応
他の観光案内所との
連携の育成・強化

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

観光入込客数調
査

道内統一手法により実施
　・流入地点調査
※公共交通の利用者数を元に
算出
　・観光地点調査
※設定観光地点の利用者数を
元に算出

訪日外国人宿泊
者数調査

宿泊施設に対する照会

②
経済波及効果調査
の実施

MICE開催効果把
握

MICE消費・満足度調査 H24満足度78％

本観光振興ﾋﾞｼﾞｮﾝ期間内では
有効な観光指標と成り得る
が、一定期間経過後に、改定
調査を実施する必要がある

経済波及調査に替わる消費満
足度調査の実施

サンプル数の拡大・満足度の
向上

事業の継続
市観光
振興室

MICE開催効果把
握

MICE消費・満足度調査 H24満足度78％

H19-20公立大学、H20-21委
託契約により事業を実施した
が、予算がなければ継続的実
施ができない

経済波及調査に替わる消費満
足度調査の実施

サンプル数の拡大・満足度の
向上

事業の継続

市観光
振興室
/釧観

協

ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ調査
大会毎及び施設毎に満足度
＇消費（調査を実施

Ｈ22にて終了

各施設毎に取り組んでいる様
子だが、情報財産のため一部
非公開団体があり、共有・公開
が困難

市観光
振興室
/釧観

協

阿寒湖温泉外国
人観光客満足度
調査＇阿寒地区（

阿寒湖温泉为要宿泊施設にお
けるｱﾝｹｰﾄ調査の実施。

H22～24釧路湿原・阿寒・摩周観
光圏滞在満足度＆来訪意向調
査の実施

定期的な調査の実施
定期的な調査を継続実施して
いる

調査を参考とした観光客のお
もてなし体制の整備

釧路湿原・阿寒・摩周
観光圏滞在満足度及
び来訪意向調査の実
施

阿寒観
光振興
課/阿
寒協会

④
データを活用した観
光政策の立案

各事業・施設毎の
データ活用

①-③までのデータを次年度各
以降活用

各関係者へ情報の提供

一部非公開情報もあり、すべ
ての情報結果を完全公開する
と、調査協力を得られない団
体がある

各団体の調査協力のもと情報
を収集精査し情報を公開

引き続き、各団体から調査協
力が得られるよう調整

事業の継続
市観光
振興室

他

①
産・学・官・市民の連
携による観光地マネ
ジメントの実現

事業毎ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
の取組

H20に産/学/官の連携により
MICE検討会議＇事務局：行政・
協会（を設立

H22関連団体対象セミナー開催

○あくまで、個別事業毎のﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄであり、観光事業全般で
はない
○他新規事業立案時には、趣
旨を意識しながら推進する事
が必要

一部実績はあるが、MICE検討
会議にとどまっており観光事業
全般には至っていない

観光事業全般への波及
MICE事例等での積
み重ねによる観光事
業全般への波及

市観光
振興室

他

②
観光関連組織の改
革

観光関連組織間
事業説明会議の
実施

H22に釧路・阿寒地区の4団体
観光関連組織＇行政・協会（で
の事業会議を実施

Ｈ24より観光振興監のポストが新
設され、広域的な視野により統括

組織構造の相違＇協会・財団・
NPO（や地域観光事業者・住
民との関わり＇行政（から、早
期組織統合は困難

組織の統合は困難であるが、
適宜連絡調整を図っている

Ｈ24より観光振興監のポストが
新設され、さらなる意思疎通が
図れるようになった

適宜情報交換の実施 行政

③ 政策の評価と見直し
各期推進状況確
認事務

同ﾋﾞｼﾞｮﾝの各期＇前期：H19-
21、中期：H22-24、後期：H25-
28)終了後に、確認＇前期・中
期（及び評価＇後期（事務を実
施。

前期ﾋﾞｼﾞｮﾝの検証実施
今回＇前期（初実施のため、検
証不可

前期ﾋﾞｼﾞｮﾝの検証実施
検証結果を基にしたﾋﾞｼﾞｮﾝの
推進

中期の検証、全体総
括

市観光
振興室

他

④
観光目的の安定的
な独自財源の検討

観光系財源＇行
政・協会（の検討

行政の一般財源及び補助事
業による観光施策を実施して
いるが、継続的・良質なｻｰﾋﾞｽ
提供を図るための安定的財源
確保の検討

観光Ｃ協会が国内旅行業資格を
取得し、着地型旅行商品を販売
している

観光系組織＇行政・協会（の運
営構造等にも波及することか
ら、長期化が予想される

観光Ｃ協会が国内旅行業資格
を取得

継続した安定的財源確保の検
討

入湯税のあり方につ
いての検討

行政/
協会他

9
観光推進体制ﾘﾌ
ﾚｯｼｭ戦略

※　各戦略＇施策（毎の为な事業については、モデル事業として設定しております。

③
来訪者満足度調査
の実施

以前より継続的に実施している
事業であり、観光客入込の経年
変化を把握できる

膨大な事務量から、大中規模
都市は流入地点調査を採用す
るが、観光地点調査と比較す
ると調査精度が低い。
北海道内適用の調査手法であ
り、全国比較は困難

調査方法については、道及び
観光庁の基準に基づき実施

調査精度向上のため、調査地
点の見直しを検討

事業の継続

市観光
振興室
/阿寒
行政/
音別行

政

④
観光情報提供体制
の充実

市観光
振興室
/釧観

協

②
多様なマーケットに
応じた情報提供

多様化するﾏｰｹｯﾄ＇ｼﾞｬﾝﾙ別観
光市場（に応じて製作・販売促

進を実施

市観光
振興室
/釧観

協

シ
ス
テ
ム
構
築
分
野

7
観光情報発信戦
略

①
新生・釧路市として
の観光イメージの確
立

8
観光データ整備
戦略

①
基礎的な観光統計
類の整備
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